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な
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日
 
日
 
日
 
日
 
日

二
十
一
日

一
一
十一
一
日

一
一
十
三
日

二
十
四
日

一
一
十
五
日

二
十
六
日

二
十
七
日

一
一
十
八
日

二
十
九
日
 

 

六
 
月
巾
 

社
会
講
座
，
演
劇
研
究
会

害
道
研
究
会
 

ク
 

ス
ク
 エ
ア
ー
 

チ
ヤ
ー
チ
ル
会
、
考
古
学
 

会
 

コ
ー
ラ
ス
・
会
 

演
劇
研
究
会
 

レ
 
コ
ー
ドコ
 
ンサ
ー
ト
の
 

タ
 

書
道
研
究
会
 

予
 

及
演
劇
研
究
会
 

ス
ク
エ
ア
ー
 

婦
入
会
と
青
年
幽
と
の
座

談
会
，
 チ
ヤ
ー
チ
ル
・
会
 

青
年
幽
珠
算
講
習
会
 

コ
ー
ラ
ス
会
 

演
劇
研
究

・公
 

ー
 

一
 
思

考
さ
れま
す
が
、水
道
行
政
謂
就
鉢
蒜
携
察

m
認
助
 

五
月
一
日

よ
り
五

月
冊
一
日

一
て納
入
状
況
の
悪

い
滞
納
者
に
と
い
う

大
き

な
立
場
か
ら

之
を

証
に
記
載
され
て
な
い
家族
等
が
有
る場
一

迄
町
税
滞

納
整
理

月
問
と
し

皆
一苅
し

て
法
的
強
行
措
置

を
執

行
見
る
と
き

は
断
乎
と
し

て
こ
れ

合
、
自
分
で
勝
手
に
記
載
して
使
用
し
て
一

様
の
多
大

の
御
協

力
を
載

き
え

す
る
旨

巾
述

べ
て
あ
り
ま
す

か
等
の
未

納
者
に

対
し

て
断
を

下

』
る
場
恰
声
市
る浪
で
け
が
、
そ
ゆ
時
m
 

い
か
の
で
勤
引

成
績
わ
上
げ
ーら
納
N
状
況
を
更
に調
査
の
上
一
さ
ざで
を
得な
い
も
の
で
あり
纏

麟
鎌
離

総
異

競
器
 

ま
し

た
。
 有
難

く
御

礼
中
上
げ

一遂
次
差
押
処
分

を
致
し

→
ょ
すか
ーま
す
。
 

艶
う
よ
う
に
レ
で
下
さ
い
o
そ
れ
か
ら二
 

ま
す
。
 

一
ら悪
し

か
ら
ず
お
諒
解
願

い
ま
 

こ
れ
等
力
事

に
つ
い
て
は

す
十
九
年
度
の
保
険
税
令
書
も出
ま
し
た
が
 

然
し

未
だ

多
額
の
滞

納
が

あ
ー
すc
 

り
ま
す

の
で
月
間
中

御
伺
い
し

」
 

一
 
水
道
の
使
用
料
、

工
事
費
等
を

得
す
五
月

ニ
十
九
日

以
来
、

な
け
れ
ば

そ
の
機

能
を

喪
失
す

と
如
米
如
日
知
だ
g

刈
て
二
十
日分
で

一
の
滞
納
が
相
当
有
り

ま
す

の
で

共
用
栓
、

専
川
栓
を
間
わ

ず

遂
一
るそ
の
極
鮎
に

達
し

た
次
第
で

す
o
 

）
鯛
犠
臨

贈
購

難
数
鐸

譜
m
っ
てい
る霧
鋳
耀
鶏
掲

驚
外
米堀
難
号
鉢
」讃
す
 

一
条例
第
四

十
九
条
第

九
項
に

基
 
只
こ
の
場

合
共
用

栓
を
使

用
一
 

ま
す
、
は
か
り
）
の
 

＼
纂

夢

鯛
鷲

報
譲
籍
詳
鎮

鯛
き

誌
 
定

期
検

査

日
の

わ

知
ら

ゼ
 

も
何
等
誠
意

を
示
さ
な

い
向
も
ら

の
方
ク
に

は
非
常
に

お
気
の
 り

）
検
査
の
た
め
，
屈
出
さ
れ
た
計
批
器
 

火
町
、
本
町
、
川
端
町
，
岩
不
町
、
寺
 

貰
製
淘

Z
ユ
0

重
ョ
、
 

に
乗
せ
る
為
真

に
止
む
を
得

ず
様
願
い
ま
す
。
 

二
り
4
E
 
『
令
 

・
 

‘
 

」
 

（
五月
巾
）鯉

議
難
か

り
ま
す線

機
査
期
暗
昭
和一
千
九
年
六
月
二
十
「
舞
蕊
籍原
「
非
町下

 

一
臨
時
町
裁
会
〔
五月
二
十
八
日
）
 
何
分

御
協
力

下
で
い
ま
す

様
お
 
ー

加
山
H
り
印
巾
i
i十
ル
田
も
如
虻
掻
 
り
り

【
 
り
I
p
 
l
ー
 

，
算
費
品

魂
ぐ
願

鍛
毅
詳

舟
包
と
⑥
営
魁
 
尋
鷺

r苛
新
蒔
 

一
 

m

‘
持
廷
△
戸

7
一
h
馴
”
う
」
 

J
H
‘
一J

．に
い
『
い
〕
…
お

・
い

・
」
‘
築
風

パ
ま
す
o
 

二
十
七
日
 
午
後
 

一
 

，

】
三
“Z
「
ー
ノ
‘
v
一
？》
 
．
，
 
こ
左
代
ナ
】
る
ム
四気
べ
一
」・
」」《I
》P
ら
苛
・
かノ
柳
園
v
ま
り
 

．
二
 
一
ー
 ‘
i
 

一n
 
り
 

一
《
・
じ

、
●
」、
、》
貝」
ヒ
」
，
r
田
人
加R
(
nノ
””
リ
ー
 
，
ー
 

ー
 

二
」
所川
原
町批娠
例巾
改升
像
例
の
離
訂

編
費

読
翌

蚊

”
離
町
繭
生
町東
町
鶏
鶏
「
耀
濃
婆
ま
す
 

可
 
決
 
水
道
料

も
こ
の
観

鮎
に
立
ち

水
 
旭
町
 

ー
J《
 
，
 
ー
．
 

一
 

一
に
住
民
鵬
見
録
の
虫
大
態一r
 
?
 

‘
 

》
 

一
毎
戸
に
調
査
致
し

ま
す
一
 

一馳
鯉
等
網

齢
【
農
家
の

ー
こ
 
縫
麟
一
鷲
器」
88
"
 

一
加
和
「

な
 

ー
ー
 
例
年
の
堰掘
り
の
際
、
皆
橡
も
御
覧
の
 
冊
活

o
円
か
か
な
ら
ず
持
参
せ
ら
れ
 

実
 
態
 
調
 
査
 

一

一
ー
例
中
隠

”
叱
声
」
一
 

一
日
よ
り
七
月
末

日
ま
で
 

に
住
民

登
録

の
実
態
を
一
 

「火
 
事
」
 

御

周
知
 
方
 

す
 

火
災
 
連

絡
 
は
 

と
呼
ぷ
と
消
防
署
が

出
 
ま
 
十
 
か
 
ら
 

を
 
願
 
い
 ま
 
す
 

！
、
、
、
、、
、
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、、
、
、
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一
 

一
 

、
 

》
町
税

滞
納
整

理
月
間
後
の

法
的
 

《
強

行
措
置

に

つ
い

て
お

知
ら

ゼ
 

道
行
政
運
営

上
の

必
要
最
少
限
一

保
険
課

ょ
り

御
願
い
 

破
篠
騒
続
蕊
疑
」
診
難
鮎
霧
織「
籍畿
銭
 

亘

つ
て
滞

納
せ
ら

る
る

に
つ

い
診
証
を
使
用
し
て
い
る
人
が
有
りま
す
か

て
は
相
当
の
事
情
も

あ
る
事
と

」
叫
ず
新
し
い
噴
診
海
臣
准
用
け
？
は
”
 

者
と
し

て
も
右
の

措
置
を
と

る
致
レ
ま
す
。
 

⑧
 
⑧
 
回
 
回
 
回
 
④
 
⑧
 
⑥
 

④
 
⑧
 ⑧
 
⑥
 
⑧
 

こ
と
は
決
し

て
快
ょ
い
こ
と
で
 
ー
 

「
ー
《
，
ーIー

ー
ー
 

水
道
使

用
料
滞

納

整
理
に
つ

い
て
 

は
あ
り
ま
せ
んo
し
か
し
当
町
 
配
給
米
に
つ
い
て
 

鶏

略
務
驚
熱

難
灘
難
灘
灘
 

水
道
事
案
は

A
『
け

」
境
そ
雪
さ
 

六
月
分
の配
給
米
は
内
地
米？
玉
日
分
 

き
五
月

二
十
五
日
限

り
納
入
を
さ
れ

て
い
る

内
す

で
に
料
金
を
『
 
汁

紅
乳
遅
叶
 
へさ

・
し
、
 

見
な
い
場
合

は
停
水
処
分

を
執
完

納
さ
れ
て

い
る
方
々
も

そ
の
 
ー
ー

一
J
1
 

一
 

二
十
七
日
 
午
後
 

「
一
 九
ヘ
 

・
“
 

‘
・
ー‘
…》
・
・
L
・
‘・
‘ー
一ー
一
 
移
田
 

備
ま
．
 

・

《
 
ー
 
…
 
・
 
（

、
一
】
山
ー
山
ハ
日
 
』
r
）
且
 

癌
繍
騎
盤
綿
者
住宅
使
用驚

黙
響

叙
鍵
麟

電
距
ー
栄
町
新
町
更
生
街
場
戸
五
所
川原
町公
民舘
 

，ー
ー
！ー
ー
ー
‘
 
‘
 寸
 
央
 
井
n
に
“
‘「一
具
リ；
『り
一・n
。
臼

H
 
柳
町
 

備
考
 

一
一「
臓
農
一
「
響
議
馴
対
に
拠
げ
ぬ様
 

（

一
、
 ‘

E
 
ノ
ー
・
、
二

L
農
家
と
レ

て
も
非
常
に
困
っ
て
居
り
ま
す
 

篇

誘
藩

も
灘
議灘
鷺

難
 

〈
 

忙
”と
ョ
」ハ
ま
す
ド
、
里
て
翼
や
ガ
ラ
ス
を
 
，
 「

蝿
」
や
「
蚊
」
 
をA
 

撲
滅
・
しま
・
しよ
う
 

（
 

る
斗
を
癒
い
に

起
ー
ー
…
 
ー
，,H
『
 
・
‘
言
／
 
ー
ー
二
．一
ます
。
 

一
 

り
る
墾

打
D
あ
る
し
ま
す
か
ら山
場
せ
ら
れ
た
い
。
 

》
 

ノ
 

」
心
 

ー
 

>
 
 

‘
【一
？
日
上1●
、
ノ
 
＞
 

、
 
」主
十
ー
トー
つ
月
」
”
十
】・
つL
ヒ
、
。
 

一
 

』
 
て

し
む
し
メ
 
巨

か
0

一
うm田
ビ
で
h分
集
ノー
 

2
て
自
「
虫
‘
う
と一，
r
プ
．く
l
/
r
 

？
・
一、

一
二l
ゾ
ド
ーt

ト
、
ノ
・
・
 
赤

痢
そ
の
他
の
簿
染
病
が
敬
員
し
、
今
 

一
三
唯
眠
澄
瞬m
肌
逃
 
犬
の

登
録
を
 

年
編
致
割
舞
響

誠
」
勲
 

〈
 

し
号
さ
、
0

一q
五
ど相
ビ
 
ー

ー
 
ー
・
，ノ
ー
ノ」
、
一
 

‘『
 
「
ニ
ーー
ー
：
‘
ー
．“
 

，‘
 
ー
 

一
 
し

て

い
な

い
人
 
一
 

（
改
し

ま

t

上

』つ
 
‘
 
蝿

や
蚊
を
退
冶
す
る
に
は
今
が
ょ
い
時
 

鷲
齢

欝

磐

鶏
年
駐
犠
瞬「羅
製
誘

m「水
蒸
繊
熊

鷲
」
 

一
焚
誘
繰

押
繊

驚
締
慧
籍

鷺
霧

舞

r陰
継
鋭
 

一
ー
・
 
ノ

i
  

ー
 
ー
 
一
うモ

う
で
す
か
ら
御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 
次
に

一
般
家
庭
の
皆
様
へ
お
願
い
し

た
 

維
眠
漂

ゆ
紀
成

納
 

い
と
と
は
側
雪
ーウ
ヂ
い
撲
滅
引

る
こ
と
 

？
 

】兼
』・
〈一
巳
スAA『
に
H
い
．3
14
 

“
 

ー
 

」
 

て
 
戸
」ふ

さ
八
 
：
 

」
烏
‘D

マ
“‘
な力
主
」

糾
h
尺
・
一
 
及
ぴ
蝿
や
蚊
の
発
生
源
に
な
る
豚
小
屋
．
 

い
 

り

し
？
た
し
・ノ
 

ロH声
n
v
一
、一
．v
h“
、
丈‘
」身

d
」
ノ七
ガ
 
ー
‘
「
ー
ー
．
！
ー
、『
ー；
ー
ー
 

ー
ノ
ー
 

一
五
、
」鷺

麟
」
」
「
”』
麟
醸暴
鋒
灘
護
蕪

襲
（
一
 

人
 

て 

記
 

公
民
舘
行

事
予
定
 

鮮
鋸
語

護
讐

護
蕊
影

m質
費

鍵

溜

議
警
鎌
・
（
麗
証
夢
謎
編

が
暗
川
端
町
・
岩
不
町
、
寺
高
臓
か華
も

」
か
需
象
些

回実
か
覇
ーー

j
 

1
H舞
・
巨
髪
唾
露

響

難
総
雛

騒
篇
謙
「
纏
碑

競
か
繊
」
」
ー
か
」
籍
騒

鷲
穣
「

」
唯

m鯉
電
年
七月
二
日午
後
一
時
ょ
 

昭
和
二
十
九
年
慶
日
赤
特
別
杜
員
の
木
 
担
当
者
 
小
笠

原
柾

一
防
疫
員

製
門
標
は
過
日
交
付
致
し
ま
し
た
が
、
陶
④
流
膳
二
回
実
施
日
時
 

発
行所
北？
礁
顎
夢

一
 

電
話二
八
番
一
一
一
一
一

総
」一
 

庶
務
課
 
貴

報
係

陸
奥
印
 
刷
株
式
会
社
 

発
行
兼

編
集
人
 

印
刷
所
 

卿
繊
 

ー
 
を
を

J
、
ー
 
！

!
?

，
、
‘
 

一
 ら 

、
 

、
一
 録

 
登
 

民
 

住
 

？
支
 

活
 

生
 

、
 

 、
 

ス
」
）
 

===,明 日
赤
特
別

社
員
の
 

門
標
に

つ
 
いて
 

日
 
時
 
六
 
月
 
一
一
 
十
 
六
 
日

午
前
八
時
牛
ょ
り
正
午
ま
で
 

、
赤
血
球
沈
降

に
時
聞
を
要
す
る
の
で
）
 

「必
ず
右
時
聞
中
に
出
場
せ
ら
れ
た
い
、
 

場
 
所
 
旭
町
 

役
 
場
 
裏
 

事

業
所
統
計
調

査
に
つ

い
て
 

昭
和

二
十
九
年
の
統

計
行
事
と
し

て
事
業

所
統
計

調
査
 

（
個
人
、
法
人
の
区

別
な
く
工

場
、
学
校

事
務
所
及
び

各
商

店
の
全
部
）
が
行
わ
れ

ま
す

の
で
調

査
員
が
伺
っ

た
時

は
何
卒

宜
し

く
御
協

力
の
程
お

願

い
致
し

ま
す
。
 

一
 

一
 

<
 

原
 

報
 "

 

所
 

fー
 

田
 

五
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所
得
税

の
予

定

納
税

制
度

に
つ

い
て

五
所

川
原

税
務

署

ま
り
 

【
本
年
か
ら
大
部
分
の
方
は
予
定
申
告
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
n
 
J
 

農
繁
期

季
節
保

育
所
 

扶
奏
控
除
額
 

基
準
控
除
額
 
竜
、

、
0
0円
 

く
一
 
ト
 
本
軍

分
 

前
年
分
 
差
 

引
 

曹
・
 

区
 

分
 
飼
序
薮

●
真
 
罰

l
M
 
頁
 
説

h
弓
r
十
 
備
考
 

一位第物第 
呈人の三叉ー一 
ズ宛も占押ズ順 
8 の翌cD位 
円 	順円の 

」
O
、c
D
 
円

呈
、
8
O円
 

杏
、
0
O
O円
 

三 	g ．七 
ノ、 	ノ、 皿 
cD 	cD 
O 	O 

D 
くっ 

円 	円 円 

改8人以第 
正円宛上四 
なま云は』直 
しで61位 

町 町 

五
万
円
以
下
百

分
の
四
金

百
分
の
四
 

籍

麗

額
百
分
の
五
、
五
百
分
の
五
 

八
）偶
円
を

ク
 
百
分
の
六
、五
百
分
の
六

ら
高
円
を

”
 
百
分
の
七
、五
百
分
の
七

嘉
偶
円
を
”
 
百
分
の
八
、五
百
分
の
七
、血

王
（偶
円
を

万
 
百分
の
九
、五
 

舌
万
円
を

”
 
百分
十
 

子
 

下
不
井
町
 

聴
 

上
準
井
町
 

子
 

敷

島
町
 

輔
 

寺
 

町

一
 

田
 
町
 

錦
 

町

元
 

町
 

柳
 
町

栄
 

町

錦
 
町

上
準
井
町
 

中
準
井
町

本
 
町
 

錦
 
町

柏

原
町

岩
木
町

布
屋
町

錦
 
町

小
平
井
町
 

下
平
兆
町

旭
 
町

新
 
町

元
 
町
 

一
才
 
川
端
町
 

犬
 
説
 

全
 

切
 

P
「
リ
い
輪
『
づ
」
沫
頑
界
ぐ
准
ソ
ョ
耳
 

こ
れ
に
よ
つ
て
本
年
か
ら
は
新
し
く
開

ほ
⑩
ゾ
巨
は
晦
田
「
撫
滴
鵬
金
嶋
「
退
瑞
 

こ
れ
に
よ
つ
て
本
年
か
ら
は
新
し
く
開
 

敗
島
町
．
下
準
井
町
 武

 

更
生
街
 

更
生
街
，
元
町
 

田
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